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１．研究計画の概要 

実機の状態での磁気特性を考慮して，永久
磁石モータの鉄損を精度良く算定する有限
要素解析手法を開発するとともに，実機に適
用して実測値と解析値の比較を行うことに
より，解析精度が向上していることを実証す
るために、以下の研究を行う。 
(1)応力印加時、温度変化時、回転磁界下の磁
気特性の測定 
(2)実機の状態での磁気特性のモデリング手
法の検討とシミュレーションによる検証 
(3)実機の状態での磁気特性考慮磁界解析シ
ステムの構築 
(4)実機モータの鉄損等の測定及び解析結果
との比較検証 
 
２．研究の進捗状況 
研究は順調に推移し、応力印加時、温度変

化時、回転磁界下の磁気特性の測定が可能と
なり、約 50MPa 以下では圧縮応力によって
透磁率と鉄損が大きく変化することを明ら
かにした。また、約 2T 近くでの回転鉄損の
振る舞いを解明できた。これらを用いて、実
機の状態での磁気特性を考慮した磁界解析
システムが構築でき、実証試験も行うことが
できた。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。 

[理由] 
平成 18年から 20年までの 3年間で本研究

に直接関係した IEEE Transactions などの
学術研究論文を 4 件、間接的に関連するもの
も含めると、10 件以上の Full Paper を発表
することができた。 

 
４．今後の研究の推進方策 
上記のように順調に研究は推移した。とこ

ろで、インバータ駆動時の鉄損や直流偏磁、
マイナーループの問題などが、最近の学会や
産業界でのホットな話題になっており、平成
21 年度が最終年度であるが、その終了を待た
ずに、基盤研究（A）を申請した結果，採択
された。これにより，平成 21 年度よりイン
バータの専門家である芝浦工業大学の赤津
准教授を研究チームに迎え、さらに，大分大
学後藤准教授に電磁モデリングを担当願い，
本研究テーマをさらに発展させる予定であ
る。 
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